

































 即ち、問題は、Th. Mommsenが 19世紀的な法実証主義的ローマ国家に則り、公職およ
び民会という法律により定められた制度がローマ国家制度の枢要であると認識したことに
現れている。Rotondiの業績 Leges publi ae populi romani (1912)は、具体的法律の検討をc
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 これを Rotondiのリストと比較すれば、Rotondiの方がさらに 30の法律があげられてい









  第１節「レークスの対象」では、前章で仕分けした 59の「レークス」について、各「レ
ークス」の信憑性と対象が検討される。 






件、公職 2件、プレブスの役職 1件、民会 1件、元老院 1件、プレブス決議 1件、軍事 0
































のが 11件、プレブス決議の範疇に加えるべきでないものが 9件である。 
 次に対象についてである。公職にかんしては、信憑性を認められるものが 9 件、一部信
憑性を認められるものが 2件、である。経済問題については、信憑性を認められるものが 4
件、部分的に信憑性が認められるものが 1 件、である。刑事問題については 2 件、通婚に
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